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１２ ※門司幹男，鈴木久美子，徳丸直郎，佐藤慎太郎，倉富勇一郎，井之口昭：早期胃癌を合併した下咽

頭癌肉腫の１例．第３３回日本頭頸部癌学会．２００９，６，１０‐１２．頭頸部癌 ３５：（２），１９３．

１３ 西原正志，野口智幸，入江裕之，今泉 猛，ジン・チェンナ，大塚貴輝，江頭秀哲，工藤 祥：脳

腫瘍の ASL灌流画像：原発性脳腫瘍と転移性脳腫瘍との鑑別におけるピットフォール．第４５回日



本医学放射線学会秋季臨床大会．２００９，１０，２９‐３１．抄録集 S４９５．

１４ 野口智幸，入江裕之，西原正志，鈴木宗村，北野 庸，大塚貴輝，高瀬幸徳，松島俊夫，井村千明，

江頭秀哲，野尻淳一，工藤 祥：硬膜動静脈瘻における ASL潅流画像の検討．第６８回日本医学放

射線学会総会．２００９，４，１６‐１９．抄録集 S３２９．

１５ 野口智幸，入江裕之，ジン・チェンナ，松島俊夫，工藤 祥：３テスラMRを用いたアーテリア

ル・スピン・ラベリングのピットフォール：片側もやもや病の２例経験．第３７回日本磁気共鳴医学

会．２００９，１０，１‐３．

１６ 野口智幸，入江裕之，西原正志，ジン・チェンナ，工藤 祥：Continuous arterial spin labeling

（CASL）による定量評価の理論的背景．第４５回日本医学放射線学会秋季臨床大会．２００９，１０，２９

‐３１．抄録集 S４９４．

１７ ※笹栗弘平，入江裕之，中園貴彦，蒲池紀之，工藤 祥，山崎文朗，青木茂久，梶原哲朗：嫌色素性

腎癌のMRI‐５症例の検討．第６８回日本医学放射線学会総会．２００９，４，１６‐１９．抄録集 S１７１‐１７２．

１８ 岡島由佳，中園貴彦，入江裕之，松尾義朋，西原正志，蒲地紀之，田村綾子，齋田幸久，山崎文朗，

工藤 祥：卵巣性索間質性腫瘍のMRI所見：典型例と非典型例．第６８回日本医学放射線学会総会．

２００９，４，１６‐１９．抄録集 S１３１．

１９ 大塚貴輝，野口智幸，蒲地紀之，野尻淳一，徳丸直郎，平川浩一，山口 健，工藤 祥，後藤昌昭：

舌下間隙原発腫瘍のMRI所見．第６８回日本医学放射線学会総会．２００９，４，１６‐１９．抄録集 S３３２．

２０ 徳丸直郎，平川浩一，今泉 猛，蒲地紀之，工藤 祥：子宮頸癌に対し根治的化学放射線療法後，

手術が施行された症例の検討．日本放射線腫瘍学会第２２回学術大会．２００９，９，１７‐１９．抄録集

１４４．

２１ ※横川恭子，倉富勇一郎，門司幹男，鈴木久美子，佐藤慎太郎，井之口昭，徳丸直郎：化学放射線療

法４０GY時点での途中評価に基づく下咽頭癌の治療とその成績．第３３回日本頭頸部癌学会．２００９，

６，１０‐１２．頭頸部癌 ３５：（２），８３．

地方規模の学会

１ 阿部一之：医療技術における放射線画像情報の現状と患者安全について．第４回九州放射線医療技

術学術大会シンポジウム 基調講演．２００９，１１，２１‐２２．第４回九州放射線医療技術学術大会予稿

集 ３０．

２ 阿部一之：日本医用画像管理学会について―設立から国際認定制度構築で学んだこと―．平成２１年

度東北地域学術大会．２００９，１１，８．平成２１年度東北地域学術大会予稿集 ３．

３ 堂込清史，阿部一之，池田龍二，平嶋琢実，北村茂利，松本絵里，田北 諭：造影 ECの２次利用．

第４回九州放射線医療技術学術大会．２００９，１１，２１‐２２．第４回九州放射線医療技術学術大会予稿

集 ３０．

４ 江頭秀哲，野尻淳一，入江裕之，西原正志，野口智幸，大塚貴輝，工藤 祥：無水エタノールによ

る同側穿刺簡易経皮経肝門脈塞栓術（中間報告）．第５回日本 IVR学会九州地方会．２００９，１２，１９．

プログラム ３８．

５ 梶原寿浩，水口昌伸，工藤 祥，鶴岡ななえ，三好 篤：特殊な胃再建術（友田変法）後１０年以上

経過して発症した盲端症候群の２例．第１６９回日本医学放射線学会九州地方会．２００９，７，４‐５．

プログラム ７．

６ 北野 庸，野口智幸，大石光寿，鈴木宗村，西原正志，江頭秀哲，野尻淳一，入江裕之，工藤 祥：



口腔底静脈奇形（静脈性血管腫）に対し硬化剤の局所注入が奏功した一例．第１６８回日本医学放射

線学会九州地方会．２００９，２，１４‐１５．

７ ＊近藤哲矢，笹栗弘平，渡辺哲雄，清水勅君，眞武邦茂，梶原哲郎，荒木保博，生野 猛，森 大輔，

工藤 祥：両側卵巣に発生した Burkitt lymphomaの１例．第１６９回日本医学放射線学会九州地方会．

２００９，７，４‐５．プログラム １５．

８ ＊熊副洋幸，若松謙太郎，永田忍彦，中園貴彦，入江裕之，工藤 祥：右傍気管支嚢胞の CT画像所

見の検討．第１６８回日本医学放射線学会九州地方会．２００９，２，１４‐１５．

９ 永見範幸，広木昭則，中島広泰，阿部一之：部位別の Set up errorの検証．第４回九州放射線医療

技術学術大会．２００９，１１，２１‐２２．第４回九州放射線医療技術学術大会予稿集 ３０．

１０ 成末彰博，城戸典孝：頭部領域の SPECT撮影における回転方式の基礎的検討．第２３回日本核医学

技術学会 九州地方会学術学会．２００９，６，２０‐２１．第２３回日本核医学技術学会．九州地方会学術

学会予稿集 ３８．

１１ 野口智幸，入江裕之，西原正志，鈴木宗村，北野 庸，大塚貴輝，松島俊夫，井村千明，工藤 祥：

もやもや病における ASL潅流画像の検討．第１６８回日本医学放射線学会九州地方会．２００９，２，１４

‐１５．

１２ 野口智幸，入江裕之，西原正志，鈴木宗村，原由紀子，大塚貴輝，河島雅到，工藤 祥，松島俊夫，

井村千明：もやもや病におけるアーテリア・スピン・ラベリング（ASL）の検討；脳血流 SPECT

との比較．第１６９回日本医学放射線学会九州地方会．２００９，７，４‐５．プログラム ４．

１３ 大塚貴輝，中園貴彦，蒲地紀之，西原正志，入江裕之，工藤 祥：褐色細胞腫の副腎髄質シンチグ

ラフィー －特に陰性例のMRI所見との比較検討－．第４４回日本核医学会九州地方会．２００９，２，

１４‐１５．

１４ 大塚貴輝，野口智幸，蒲地紀之，野尻淳一，徳丸直郎，平川浩一，山口 健，工藤 祥，後藤昌昭：

舌下間隙原発腫瘍のMRI所見．第１６８回日本医学放射線学会九州地方会．２００９，２，１４‐１５．

１５ ○白濱奈津子，下田悠一郎，坂田祐之，岩切龍一，藤本一眞，遠藤広貴，梶原哲郎，山根秀樹，水口

昌伸，緒方伸一，朝長道生，光武良彦，原田宏一，藤�順一，今村達也，大山 隆，原田嘉文：平

成１９年度佐賀県大腸がん集検結果の集計とその分析．第３９回日本消化器がん検診学会九州地方会．

２００９，７，１１．抄録集 １２．

１６ 田北 諭，池田真菜美，堂込清史，池田龍二，長澤久美，阿部一之：歯科・口腔外科用デジタルシ

ステムの構築．第４回九州放射線医療技術学術大会．２００９，１１，２１‐２２．第４回九州放射線医療技

術学術大会予稿集 ３０．

１７ 徳丸直郎，平川浩一，今泉 猛，野尻淳一，江頭秀哲，蒲地紀之，入江裕之，工藤 祥，岩坂 剛：

根治的化学放射線療法後に手術を施行した子宮頚癌症例の検討．第１６９回日本医学放射線学会九州

地方会．２００９，７，４‐５．プログラム １０

１８ ○鶴岡ななえ，中山昌之，白石良介，綱田誠司，坂田祐之，岩切龍一，藤本一眞，陣内重信，森田秀

祐，内田 哲，水口昌伸，藤岡康彦，寺田洋臣，坂田恒彦，森山幹夫，中山信一，森 久男，服巻

勝正，楢本純一，隅田 男，坂田泰志，土橋清高，田中俊彦，山根秀樹，冬野誠助：佐賀県におけ

る胃癌集団検診成績．第３９回日本消化器がん検診学会九州地方会．２００９，７，１１．抄録集 １０．

その他の学会

１ 阿部一之：Ai活用検討委員会報告．第１回 Ai（Autopsy imaging）に関する講演会．２００９，３，２８．



２ 阿部一之：Ai活用検討委員会報告：概要．第２回 Ai（Autopsy imaging）に関する講演会．２００９，

７，１８．

３ 阿部一之：X線 CT撮像等のガイドライン案について．第３回 Ai（Autopsy imaging）に関する講演

会．２００９，１２，１９．

４ 阿部一之：日本放射線技師会の現状と課題．熊本県放射線技師会リーダー研修会．２００９，１１，１４．

５ 阿部一之：Aiの現状と課題－取り組みから学ぶこと．第１７回私立医科大学放射線技師長研修会．

２００９，１１，２７．

６ 堂込清史：ユーザーから見た最新 CTの実力とは SIEMENS SOMATOM Definition．第２回 九州

CT研究会．２００９，５，２３．

７ 原由紀子，江頭秀哲，入江裕之，野尻淳一，蒲地紀之，西原正志，工藤 祥，北原賢二，神谷尚彦，

宮崎耕治，甲斐敬太：肝門部神経鞘腫の１例．第２３回腹部放射線研究会．２００９，６，１９‐２０．プロ

グラム １８．

８ 平川浩一，徳丸直郎，今泉猛，永野智子，大石光寿，戸山真吾，工藤 祥：口蓋癌に対し，モール

ド照射を行った１例．第２１回九州放射線治療セミナー．２００９，８，２９‐３０．プログラム ７．

９ 今泉 猛，徳丸直郎，平川浩一，長野智子，大石光寿，戸山真吾，工藤 祥：放射線治療部門にお

ける病棟実習の新しい試み．第２１回九州放射線治療セミナー．２００９，８，２９‐３０．プログラム ７．

１０ 今泉 猛，徳丸直郎，平川浩一，水口昌伸，工藤祥，渡辺哲雄：化学放射線療法を施行した肛門管

癌の３例．第２６回筑後放射線腫瘍談話会．２００９，９，４．

１１ 池田龍二：CT造影検査情報システムの構築と有用性－ICタグ付き造影剤シリンジ製剤の活用例－．

第２５回放射線技師総合学術大会 ランチョンセミナー．２００９，６，５．

１２ 池田龍二：ソフトコピー診断システムの構築．第１５回九州乳房画像研究会．２００９，６，２０．

１３ 池田龍二：フィルムレスを取り巻く環境として．第２８回佐賀総会学術大会．２００９，６，２０．

１４ 池田龍二：CT造影検査における情報の有効活用とは？－CT検査サポートシステムの開発－．第

２９回北海道ヘリカル CT研究会．２００９，７，１１．

１５ 池田龍二：モニタ選定のポイント フィルムレス入門 モニタ編～知っておくと役に立つモニタ知

識～．福岡県放射線技師会 生涯学習システム統一セミナー１．２００９，７，２５．

１６ 池田龍二：DICOMとモニタ管理の基礎知識．第１４回湯陶里会．２００９，８，２８．

１７ 池田龍二：フィルムレス運用における医用画像管理の問題点．平成２１年度九州国立病院療養所放射

線技師学術大会．２００９，１０，１０．

１８ 池田龍二：ICタグ付き造影剤シリンジ製剤の現状と将来像．第３７回日本放射線技術学会秋季学術

大会ランチョンセミナー．２００９，１０，２３．

１９ 池田龍二：医用画像情報システムの活用と課題．第４回九州放射線技術学術大会シンポジウム．

２００９，１１，２１．

２０ 池田龍二：CT造影検査におけるシステムと情報の活用法－ICタグ付き造影剤シリンジ製剤を用い

るメリット－．第４回九州放射線技術学術大会ランチョンセミナー．２００９，１１，２１．

２１ 池田龍二：画像 QA・検証システムの問題点－検像システムは関所 orゲートウェイ－．第２回佐

賀医用画像フォーラム．２０１０，１，１６．

２２ 池田龍二：モニタ管理の実際．画像管理基礎 miniセミナー（in福岡）．２０１０，１，３０．

２３ 池田龍二：放射線技師に必要な医用画像情報管理の知識．第１６回湯陶里会．２０１０，２，１９．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

医 員 西原 正志 科学研究費補助金 若手研究� MRI-ASL法を応用した血管内信号強調
潅流画像における実用的有用性の評価

１，６９０

助 教 蒲地 紀之 科学研究費補助金 基盤研究�
（一般）

扁平上皮癌の癌幹細胞の生存・増殖・
分化における放射線被曝間質細胞の役
割と制御機構

２，０８０

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

教 授 工藤 祥 平成２１年度佐賀県産業安全衛生大会
佐賀労働局長表彰 功績賞

佐賀労働局地方じん肺審査医として

准教授 入江 裕之 Cum Laude(ECR 2009) Differentiation between autoimmune pancreatitis and other

pancreatic disorders on CT and MRI.

診 療
放射線
技 師

池田 龍二 CyberRad賞 第６５回日本放射線技術
学会総会学術大会

CT造影検査サポートシステムの構築

研 修
登録医

元島 成信 Cum Laude(RSNA 2009) Uncommon Ovarian Teratomas: Imaging Findings and Pa-

thologic Correlation

２４ 池田龍二：CT造影検査における ICタグ付き造影剤シリンジ製剤の役割と可能性．第２１回関西 CT

技術研究会．２０１０，２，２１．

２５ ※近藤哲矢，笹栗弘平，渡辺哲雄，清水勅君，牧角健司，梶原哲郎，尾畑紘史，徳田倫章，増田正憲，

森 大輔，工藤 祥：陰嚢内に発症した Focal bizzare leiomyomaの一例．第２３回腹部放射線研究会．

２００９，６，１９‐２０．プログラム １４．
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